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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２つの報告の成績です。ＣＰＲ実施ない場合に比べ、胸骨圧迫あるいは標準的なＣＰＲを実施した方が救命率は高く、
東京のデータでは胸骨圧迫のみのＣＰＲの成績が更に良好です。これは報告例が公共スペースでの発症が多いためと考えられています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このＡＥＤ設置によい、全国で実施報告が増えつつあり、市民により実施された場合の生存率は、そうでない場合の３－４倍の救命率を示しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際的なCPRのガイドラインは、最初にAHA(米国心臓協会）が1974年に作成し、6年ごとの改訂の後、国際組織（ILCOR)が設立され、2000年に初の国際ガイドラインが作成されました。わが国のCPRの方法が統一された年でありました。ILCORには、2006年日本が参画して、ILCORによる科学的コンセンサス（CoSTR)作成に20名以上の委員を送り、そのCoSTRに基づき、それぞれの国あるいは地域でガイドラインが作成されました。米国、欧州とともに日本からガイドラインをオンラインでほぼ同時に発表されました。
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ILCOR Anahelm Meating Agends
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